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☆�香港向け家きん由来製品の輸出再開につ
いて（茨城県、埼玉県及び鹿児島県）

（令和６年１月 19 日付けプレスリリース）

　本日より、茨城県、埼玉県及び鹿児島県からの
香港向けの家きん由来製品の輸出が再開されまし
たのでお知らせします。

概要
　令和 5 年 11 月 25 日に高病原性鳥インフルエン
ザの今シーズン国内一例目が佐賀県で確認されて
以降、輸出相手国・地域との間で地域主義の適用
について協議を行い、主な輸出先である香港、シ
ンガポール、米国、ベトナム、マカオ当局からは、
非発生県からの家きん由来製品の輸出継続が認め
られています。
　これまで、発生県からの輸出再開について協議
を行ってきたところ、今般、我が国の家きん由来
製品の最大の輸出先である香港の当局との間で、
高病原性鳥インフルエンザに関する清浄性が認め
られた茨城県、埼玉県及び鹿児島県からの家きん
由来製品の輸出再開について合意しました。

　これにより、本日から、動物検疫所において香
港向けの輸出に必要な輸出検疫証明書の交付を再
開しました。
　また、今回の協議により、香港向け輸出につい
ては、防疫措置完了から 28 日が経過した日（茨城県：
令和 5 年 12 月 29 日、埼玉県：令和 5 年 12 月 31 日、
鹿児島県：令和 6 年 1 月 2 日）に遡って、同日以
降に生産・処理された家きん由来製品の輸出が認
められたため、「同日以降に生産・処理された家き
ん由来製品」について、輸出検疫証明書の交付が
可能です。
　なお、同県からの、シンガポール、米国、ベト
ナム及びマカオ向けの家きん由来製品の輸出は再
開済みです。

＜ 2023 年 1-11 月の輸出額＞
鶏肉の総輸出額：23 億円
（うち、香港：20 億円）
鶏卵の総輸出額：64 億円
（うち、香港：61 億円）

出典：財務省「貿易統計」
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＜これまでの経過＞
令和 5 年 11 月 27 日：茨城県において高病原性鳥

インフルエンザの疑似患畜を確認（茨城県から
の家きん由来製品の輸出が一時停止）

令和 5 年 11 月 30 日：埼玉県において高病原性鳥
インフルエンザの疑似患畜を確認（埼玉県から
の家きん由来製品の輸出が一時停止）

令和 5 年 12 月 3 日：鹿児島県において高病原性鳥
インフルエンザの疑似患畜を確認（鹿児島県か
らの家きん由来製品の輸出が一時停止）

令和 5 年 12 月 29 日：茨城県が、防疫措置完了か
ら続発なく 28 日経過したため再度清浄エリアと
なる

令和 5 年 12 月 31 日：埼玉県が、防疫措置完了か
ら続発なく 28 日経過したため再度清浄エリアと
なる

令和 6 年 1 月 2 日：鹿児島県が、防疫措置完了か
ら続発なく 28 日経過したため再度清浄エリアと
なる

参考
　各国の家きん由来製品の輸出停止状況について
は、以下のページよりご確認いただけます。
URL：https://www.maff.go.jp/aqs/topix/exkakin_
teishi.html

☆動物用医薬品副作用報告（令和５年 10 月）	
（1/3）

医薬品の名称 “ 京都微研 ” 牛５種混合生ワクチン

製造販売業者名 株式会社微生物化学研究所

副
作
用
発
現
動
物

種類 肉用牛

発現頭羽数／
投与頭羽数 1 ／ 5

性 オス（去勢）

年齢 5 か月

投与前の
健康状態 健康

既往歴 不明

副作用歴 不明

医薬品等の
投与歴 不明

副
作
用
等
発
現
の
概
要
及
び
転
帰

投与量・
投与方法

1 頭分
筋肉内注射

投与年月日 R5.8.2

併用薬等 なし

副作用
発現年月日 R5.8.2

副作用等の
種類

元気・食欲消失、眼瞼浮腫、
反すう停止、全身性に浮腫、死亡

講じた措置 治療
（デキサメサゾン、ノルアドレナリン）

転帰 死亡

企
業
等
の
意
見
及
び
対
応

担当獣医師

ワクチンによる心臓衰弱と診断する。

企業

他に考えられる要因がなく、時間的
な経過と症状から本剤に対するアレ
ルギー反応が疑われる。
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☆動物用医薬品副作用報告（令和５年 10 月）	 （2/3）

医薬品の名称 “ 京都微研 ” キャトルバクト３ “ 京都微研 ” キャトルバクト３ フロルガン

製造販売業者名 株式会社微生物化学研究所 株式会社微生物化学研究所 明治アニマルヘルス株式会社

副
作
用
発
現
動
物

種類 肉用牛 肉用牛 肉用牛

発現頭羽数／
投与頭羽数 1 ／ 1 1 ／ 10 1 ／ 1

性 オス オス オス

年齢 2 か月 50 日 4 か月

投与前の
健康状態 健康 不健康 不健康

既往歴 不明 下痢症 なし

副作用歴 不明 不明 なし

医薬品等の
投与歴 “ 京都微研 ” キャトルバクト３ “ 京都微研 ” キャトルバクト３ ドラクシン、キャトルバクト

副
作
用
等
発
現
の
概
要
及
び
転
帰

投与量・
投与方法

1mL
筋肉内注射

1mL
筋肉内注射

15mL
筋肉内注射（頚部）

投与年月日 R5.9.19 R5.9.19 R5.8.9

併用薬等 なし なし なし

副作用
発現年月日 R5.9.19 R5.9.19 R5.8.9

副作用等の
種類 ふらつき、死亡 死亡 アナフィラキシーショック様、

死亡

講じた措置 無処置 無処置 治療（テラプチク、水性デキサ）

転帰 死亡 死亡 死亡

企
業
等
の
意
見
及
び
対
応

担当獣医師
接種後２時間以内にアナフィ
ラキシーショックを起こし死
亡したものと考える

ワクチンと関連があると考える。 フロルガン単独投与した数十秒後に起こった
ため因果関係がある。

企業

本剤の注射と時間的な関連性
があり、本剤の他に考えられ
る要因もなく、注射後短時間
で死亡したことから、本剤に
含まれるエンドトキシンが影
響した可能性が考えられる。

時間的な関連性が認められ、
死亡時の様子からエンドトキ
シンショックが疑われる。

フロルガンを投与した牛における副作用とし
て、これまでアレルギー様症状（顔面、陰部
の腫脹等）、アナフィラキシーフロルガンを
投与した牛における副作用として、これまで
アレルギー様症状（顔面、陰部の腫脹等）、
アナフィラキシー様症状（呼吸速迫、起立不
能、ショック等）が報告されている。本製剤
が含有する賦形剤がアレルゲンとなり過敏反
応を誘発した可能性があることから本剤の添
付文書の専門的事項（副作用）に「本剤の投
与後にアレルギー様の反応（腫脹等）が認め
られることがある」と追加記載している。
本有害事象も肺炎症状を呈する牛にフロルガ
ンのみを投与した直後（数十秒以内）に発現
している（倒れた）ことから本剤との因果関
係があると考える。これまでの副作用報告と
同様に本剤がアレルゲンとなりアナフィラキ
シーショックを起こした可能性が考えられ
る。
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☆動物用医薬品副作用報告（令和５年 10 月）	
（3/3）

医薬品の名称 スワイバック C

製造販売業者名 共立製薬株式会社

副
作
用
発
現
動
物

種類 豚

発現頭羽数／
投与頭羽数 1 ／ 1

性 メス（避妊）

年齢 1 歳 6 か月

投与前の
健康状態 健康

既往歴 なし

副作用歴 なし

医薬品等の
投与歴 不明

副
作
用
等
発
現
の
概
要
及
び
転
帰

投与量・
投与方法

1mL
筋肉内注射（大腿部）

投与年月日 R5.2.27

併用薬等 なし

副作用
発現年月日 R5.2.27

副作用等の
種類

肛門周囲の腫脹・発赤・発疹、
全身掻痒感、くしゃみ

講じた措置 無処置

転帰 回復

企
業
等
の
意
見
及
び
対
応

担当獣医師

接種後 30 分で症状発現するも悪化な
く、接種後 1 時間後には症状は軽減。
所有者には経過観察および状態悪化
時には動物病院受診を指示。ワクチ
ン関連性のアレルギー反応が疑われ
るが、消毒用アルコールに対するア
レルギーも否定できない。

企業

接種前の健康状態に問題はなく、軽
微ではあるがアレルギー反応を疑う
症状が観察されており、ワクチンに
起因したものであった可能性は否定
できない。

☆動物用医薬品副作用報告（令和５年 11 月）	
（1/4）

医薬品の名称 “ 京都微研 ” キャトルバクト３

製造販売業者名 株式会社微生物化学研究所

副
作
用
発
現
動
物

種類 肉用牛

発現頭羽数／
投与頭羽数 6 ／ 36

性 不明

年齢 1 か月

投与前の
健康状態 不明

既往歴 不明

副作用歴 不明

医薬品等の
投与歴 ティーエスブイ３

副
作
用
等
発
現
の
概
要
及
び
転
帰

投与量・
投与方法

1mL
筋肉内注射

投与年月日 R5.4.10

併用薬等 なし

副作用
発現年月日 R5.4.13

副作用等の
種類 発熱、死亡

講じた措置
治療

（フロルフェニコール注、
フルニキシン注、ビクシリン等）

転帰 死亡

企
業
等
の
意
見
及
び
対
応

担当獣医師

ワクチンとの因果関係は不明

企業

本症例は注射の 3 日後に発熱し時間
的な関連性が低く、また既知の副反
応とは様子が異なるため、本剤が影
響したとする合理的な可能性に乏し
いと考えられる。いっぽうで、本剤
以外の明確な原因を特定できる情報
もない。よって、因果関係不明と考
える。
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☆動物用医薬品副作用報告（令和５年 11 月）	 （2/4）

医薬品の名称 OTC 注 10％「フジタ」 OTC 注 10％「フジタ」

製造販売業者名 フジタ製薬株式会社 フジタ製薬株式会社

副
作
用
発
現
動
物

種類 肉用牛 肉用牛

発現頭羽数／
投与頭羽数 1 ／ 1 1 ／ 1

性 メス オス（去勢）

年齢 10 か月 11 か月 1 日

投与前の
健康状態 不健康 不健康

既往歴 なし 腸炎、中耳炎

副作用歴 なし なし

医薬品等の
投与歴 なし あり

副
作
用
等
発
現
の
概
要
及
び
転
帰

投与量・
投与方法

20mL
静脈内注射

17mL
静脈内注射

投与年月日 R5.10.10 R5.10.16

併用薬等 ダイメトン B 注 20％、
バソラミン注、ビオペア ネオアス注射液

副作用
発現年月日 R5.10.10 R5.10.16

副作用等の
種類 死亡 ショック症状、死亡

講じた措置 無処置 治療
（デキサメサゾン、ウルソ注）

転帰 死亡 死亡

企
業
等
の
意
見
及
び
対
応

担当獣医師

治療時にすぐに死亡に至るような状態ではなかった
が、製剤投与後に死亡が確認されたため、製剤との
因果関係は無いとは言えない。

投与後間もない症状の発現、両眼瞼の著しい腫脹を
認めたため因果関係があると考える。

企業

投与から発現までの時間からショック症状の発現で
あった可能性を否定することはできない。本剤は添
付文書に「本剤の静脈内注射により、一過性のふら
つきや転倒等のショック症状を起こすことがあるの
で、静脈内注射を行う際には、本剤をブドウ糖等の
補液で希釈するかまたは緩やかに投与すること。」
と記載している通り、静脈内注射を行った場合には、
稀にショック症状を呈することがある。そのため、
同時投与された製剤の関与も検討する必要はあるも
のの、本事象への本剤の関与は否定できないと考え
る。

本剤の添付文書の記載では、静脈投与時には希釈ま
たは緩やかに投与することが指示されている。
本事例では、この指示の通り希釈率 50% で希釈した
上で静脈投与されており、用法用量も適切であった。
しかしながら、投与後 15 分以内で死亡しているこ
とを考慮すると、本製剤が要因の一つであった可能
性は十分に考えられる。一方で、本製剤投与後に他
剤を使用していることも勘案すると、全ての要因が
本製剤にあったとまでは言えないと考える。

家 畜 衛 生 週 報 令和６年 1 月 29 日　No. 3787

－ 21 －

（５）



☆動物用医薬品副作用報告（令和５年 11 月）	 （3/4）

医薬品の名称 マルボシル 10%

製造販売業者名 明治アニマルヘルス株式会社

副
作
用
発
現
動
物

種類 肉用牛

発現頭羽数／
投与頭羽数 1 ／ 1

性 メス

年齢 23 か月

投与前の
健康状態 不健康

既往歴 第一胃食滞

副作用歴 なし

医薬品等の
投与歴 セファリゾン注「フジタ」、アンピシリンナトリウム注「フジタ」

副
作
用
等
発
現
の
概
要
及
び
転
帰

投与量・
投与方法

12mL
筋肉内注射（頚部）

投与年月日 R5.10.28

併用薬等 ネオアス注射液

副作用
発現年月日 R5.10.28

副作用等の
種類 ふらつき、伏臥、死亡

講じた措置 無処置

転帰 死亡

企
業
等
の
意
見
及
び
対
応

担当獣医師

因果関係がないとは言えないと判断した。その理由は、マルボシル 10％の添付文書（相互作用）に「非ス
テロイド性消炎鎮痛剤との併用により痙攣が発現するとの報告がある」と記載があり、今回併用したネオ
アス注射液がこれに該当する可能性があると判断したため。

企業

マルボシル 10％の添付文書には獣医師の意見の通り「本製剤の類似化合物と非ステロイド性消炎鎮痛剤と
の併用により、まれに痙攣が発現するとの報告がある」と記載されており、本症例もマルボフロキサシン
とスルピリン水和物の併用による痙攣が起こった可能性は否定できない（発現事象にふらつきと腹式呼吸、
伏臥以外、痙攣の情報はない）。一方、薬剤が筋肉内投与されてから死亡に至るまで約20分と急性経過であっ
たことから、投与された薬剤に対する過敏症（アナフィラキシーショック等）であった可能性も考えられる。
さらに、本症例は肺炎治療を開始から 6 日目にマルボシルとネオアス注射液が投与されているが、その時
点で活力と食欲が鈍化、開口呼吸、呼吸促迫、肺音粗雑等を呈しており、全身状態がかなり悪かったと推
察される。そのためマルボシル 10％、ネオアス注射液の投薬、牛の健康状態（肺炎の悪化）等、複数の要
因が関与した結果、死亡に繋がった可能性がある。従って、マルボシル 10％と因果関係がないとはいえな
いと判断した。
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☆動物用医薬品副作用報告（令和５年 11 月）	 （4/4）

医薬品の名称 ポーシリス PCV ポーシリス PCV ニューカッスル・
IB 混合生ワクチン「KMB」

製造販売業者名 MSD アニマルヘルス株式会社 MSD アニマルヘルス株式会社 KM バイオロジクス株式会社

副
作
用
発
現
動
物

種類 豚 豚 肉用鶏

発現頭羽数／
投与頭羽数 9 ／ 54 2 ／ 50 250 ／ 480

性 混合飼育 混合飼育 混合飼育

年齢 3 週 3 週 4 週

投与前の
健康状態 健康 健康 健康

既往歴 なし なし なし

副作用歴 なし なし なし

医薬品等の
投与歴 なし なし アビテクト NB/TM

副
作
用
等
発
現
の
概
要
及
び
転
帰

投与量・
投与方法

2mL
皮下注射（頚部）

2mL
皮下注射（頚部）

2 ドーズ
経口投与（飲水添加）

投与年月日 R5.10.3 R5.10.6 R5.2.15

併用薬等 レスピシュアワン レスピシュアワン なし

副作用
発現年月日 R5.10.4 R5.10.7 R5.2.17

副作用等の
種類 元気消失、死亡 元気消失、死亡 元気消失、食欲減退（250 羽）

死亡（3 ～ 4 羽）

講じた措置 無処置 無処置 治療
（ヒト用の漢方薬）

転帰 死亡 死亡 死亡（3 ～ 4 羽）
残りは回復

企
業
等
の
意
見
及
び
対
応

担当獣医師

因果関係は不明 因果関係は不明 投与した鶏の半数以上で異常が認
められたことから、ワクチンとの
因果関係はあると思われる。

企業

時間経過から因果関係が疑われる
が、他のワクチンを同時に接種し
たことから、いずれのワクチンに
よる影響か判断が難しい。した
がって、因果関係は不明。

時間経過から因果関係が疑われる
が、他のワクチンを本剤接種前に
投与したことから、いずれのワク
チンによる影響か判断が難しい。
したがって、因果関係は不明。

新潟県の養鶏場でニューカッス
ル・IB 混 合 生 ワ ク チ ン「KMB」

（275）を 2 用量飲水投与された鶏、
480 羽中 250 羽で、投与後 2 日目
に元気消失、食欲減退が認められ、
3 ～ 4 羽が死亡した事例である。
投与量の影響は不明。他の疾病に
よる偶発症も考えられるが、症状
及び時間的関係から、本剤との因
果関係はあると考えられる。
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☆動物用医薬品再審査結果終了報告（令和５年 12 月）

製剤名 申請会社名 承認日 期間終了 再審査結果
通知番号

再審査結果
通知日

備考
（当該再審査が
係る承認事項）

オンシオール２％注射液 エランコジャパン株式会社 H23.4.27 H29.4.26 29 動薬第 1569 号 R5.12.26 －

オンシオール錠５ｍｇ エランコジャパン株式会社 H23.10.4 H29.10.3 29 動薬第 3318 号 R5.12.26 －

オンシオール錠 10 ｍｇ エランコジャパン株式会社 H23.10.4 H29.10.3 29 動薬第 3319 号 R5.12.26 －

オンシオール錠 20 ｍｇ エランコジャパン株式会社 H23.10.4 H29.10.3 29 動薬第 3320 号 R5.12.26 －

オンシオール錠 40 ｍｇ エランコジャパン株式会社 H23.10.4 H29.10.3 29 動薬第 3321 号 R5.12.26 －

猫用オンシオール錠６ｍｇ エランコジャパン株式会社 H23.10.4 H29.10.3 29 動薬第 3322 号 R5.12.26 －

小型・子猫用
ミルベマックスフレーバー錠 エランコジャパン株式会社 H23.11.1 H29.10.31 29 動薬第 3613 号 R5.12.26 －

猫用
ミルベマックスフレーバー錠 エランコジャパン株式会社 H23.11.1 H29.10.31 29 動薬第 3615 号 R5.12.26 －

鶏サルモネラ不活化３混・ＫＳ 共立製薬株式会社 H24.10.3 H29.7.24 29 動薬第 2650 号 R5.12.26 －

キャニバックＫＣ－３ 共立製薬株式会社 H25.3.12 H31.3.11 元動薬第 387 号 R5.12.26 －

バンガード L4 ゾエティス・ジャパン株式会社 H24.8.24 H30.8.23 30 動薬第 2254 号 R5.12.26 －

　報道は連日、能登半島地震関連が続

いています。既に発生から 3 週間以上

が経ち、食料・水不足、寒さからの避難などの最低限

のものはクリアしつつあるものの、温かく栄養価のあ

る食べ物や清潔なトイレ、プライバシーの確保など、

場所によっては十分な状況ではないことが伺え、一刻

も早く改善することを願うばかりです。

　人の環境すら十分に整わない中ではありますが、家

畜やペットの状況も気になるところです。家畜につい

ては、石川県が主導して各農場の状況把握、各農場の

ニーズに応じた支援に努めているところ、石川県内外

の様々な団体からも支援が寄せられていると聞いてい

ます。獣医師による巡回も行っているとのこと。道路

の崩落や積雪でアクセスが厳しい状況の中、ご苦労さ

れていることと思います。

　ペットについては、地域内の多くの診療施設が休診

となる中、日本獣医師会主導の下、訪問診療や一時預

かりなど、現地での支援が進められています。

　まだ先が見えない状況ではありますが、現地で不便

な状況の中、昼夜・休日なく働いている方々を心より

応援しつつ、関係者の皆様の協力・支援で状況が少し

でも良くなることを祈っております。
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